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この資料に記載しているデータは、当社の実験的試験に基づくものであり、実際の現場使用結果を保証するものではありません。現場
での使用に当たっては、事前に使用条件・使用方法およびこれらの条件下での効果をご確認ください。
記載内容は、新しい知見などにより、改正されることがあります。

お願い
1.

2.

本製品を試験室、または製造現場でご使用になる場合は、使用前に必ず当社発行のSDS (安全データシート)を熟読の上、記載された注意
事項などを厳守してください。
アクアロン KH-05、アクアロン KN-10は消防法危険物第4類第3石油類、アクアロン ARシリーズ、アクアロン KH-10、アクアロン BC
シリーズは消防法危険物第4類第4石油類に該当します（水希釈品を除く）。これらは火気厳禁ですので、法令に基づいた取り扱いおよび
保管を行ってください。
使用時には、目や皮膚に触れないように、必ず保護具 (保護眼鏡・保護手袋・保護マスクなど) を着用してください。
皮膚に付着した場合は直ちに水洗いしてください。また、目に入った場合も直ちに流水で15分以上洗眼し、医師の手当てを受けてください。
雨・直射日光に当たらないように、室内・常温で保管してください。

1.

2.

3.
4.
5.

取り扱いおよび保管上の注意

このカタログは中国では使用できません

アクアロン ARシリーズ　缶入18kg詰、ドラム容器入200kg(コンク品)または220kg(水希釈品)詰
アクアロン KH・BC・AN・KNシリーズ　缶入18kg詰、ドラム容器入200kg詰
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はじめに

アクアロンシリーズは当社が1980年代に製造・販売を開始した反応性界面
活性剤です。反応性界面活性剤はラジカル重合性基を有する界面活性剤
で、乳化重合用乳化剤として使用されています。乳化重合中にモノマーと
共重合することで、ポリマーディスパージョンの機械的安定性・化学的
安定性・凍結融解安定性・泡立ちの改善や、ポリマーフィルムの耐水性が
向上します。

合成樹脂乳化重合用乳化剤

合成ゴムラテックス乳化重合用乳化剤

合成樹脂懸濁重合用分散剤

機能性モノマー (帯電防止能、親水化能)

各種産業用乳化剤・分散剤

1
2
3
4
5

用途分野

アクアロンには、アニオン性界面活性剤のAR・KH・BCシリーズと、
非イオン性界面活性剤のAN・KNシリーズがあります。

品 名 構 造

アクアロン ARシリーズ

アクアロン KHシリーズ

アクアロン BCシリーズ

CH

CH3

O

CH＝CHCH3

(CH2CH2O) SO3NH4n

m

C9H19 O

CH＝CHCH3

(CH2CH2O) SO3NH4n

CH3(CH2)m CHCH2

(CH2CH2O) SO3NH4

CH2CH＝CH2O

O n

品 名 構 造

アクアロン ANシリーズ

アクアロン KNシリーズ

CH

CH3

O

CH＝CHCH3

(CH2CH2O) Hn

m

CH3(CH2)m CHCH2

(CH2CH2O) H

CH2CH＝CH2O

O n

化学構造

用 途

塗料
・
粘着剤

モノマーとの共重合性 ◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

×

◎

○

◎

◎

△

○

○

◎

◎

○

◎

○

◎

○

◎

×

ー

×

×

△

ー

×

×

ー

ポリマーディスパージョンの
低泡性

ポリマーフィルムの耐水性

粘着力

モノマーとの共重合性

ポリマーディスパージョンの
低泡性

ポリマーフィルムの耐水性

アクリル
エマルション

アクリル-
スチレン
エマルション

塗料

酢酸ビニルモノマーとの共重合性

評 価 項 目 アクアロン
AR

アクアロン
KH

アクアロン
BC

従来の
界面活性剤

エマルションの
種類

種類と特徴

性能 良い 悪い◎＞○＞△＞×

塗料･接着･粘着･製紙･繊維･土木

泡立ちが少なく、消泡速度も速いポリマーディスパージョンが得られる

機械的･化学的安定性に優れたポリマーディスパージョンが得られる

耐水性に優れたポリマーフィルムが得られる

粘着力に優れたポリマーフィルムが得られる

1
2
3
4

アクアロンを使用する利点
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1. アニオン性アクアロン

1)Wilhelmy法、25°C
2)B型粘度計
3)25℃

1)Wilhelmy法、25°C
2)B型粘度計

品 番

2. 非イオン性アクアロン

品 番

外 観 濃 度 [%]主 成 分 臨界ミセル濃度1)

[mg/L]

AR-10

AR-20

AR-1025

AR-2020

AR-3025

KH-05

KH-10

KH-1025

BC-10

BC-20

BC-1025

BC-2020

BC-3025

AN-10

AN-20

AN-30

AN-5065

KN-10

KN-20

KN-30

KN-5065

黄色液体

黄色固体

黄色固体

黄色液体

無色～淡黄色液体
(一部析出)

淡黄色固体

淡黄色固体

淡黄色液体

100

100

100

約65

100

100

100

約65

約 6.5

約 6.5

約 6.5

約 6.5

約 6.5

約 6.5

約 6.5

約 6.5

13

16

17

18

13

16

17

18

35

65

150

800

20

70

110

520

600

固体

固体

590

120

固体

固体

5,000

320

410

固体

300

90

固体

固体

2,600

200

250

320

190

50

120

固体

1,200

120

160

210

110

35

80

130

600

70

100

160

70

30

60

100

300

黄褐色粘稠液体

黄褐色粘稠液体

黄色液体

黄色液体

黄色液体

黄褐色粘稠液体

黄褐色粘稠液体

黄色液体

黄褐色粘稠液体

黄褐色粘稠液体

黄色液体

黄色液体

黄色液体

約99

約99

約25

約20

約25

約99

約99

約25

約99

約99

約25

約20

約25

pH [@1%]

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

約 7.5

350

500

350

500

650

200

300

300

100

100

100

100

250

20,000 

2,800 

15

10

15

2,900 

2,200 

15

15,800 

3,700 

35

15

40

182,500

14,700

213)

133)

213)

17,500

8,300

213)

111,300

13,900

453)

203)

58,000 

5,200 

8,200

3,900

44,000

6,800

HLB
粘度 [mPa·s]2)

20 ℃ 30 ℃ 40 ℃ 50 ℃ 60 ℃

臨界ミセル濃度1)
[mg/L]

粘度 [mPa·s]2)

20 ℃ 30 ℃ 40 ℃ 50 ℃ 60 ℃
外 観 濃 度 [%]主 成 分 pH [@1%] HLB

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

6,800 

1,600 

ー

ー

ー

2,100 

1,200 

ー

4,500 

1,300 

ー

ー

ー

4,000 

1,000 

ー

ー

ー

1,400 

800 

ー

2,900 

1,000 

ー

ー

ー803)

ポリオキシエチレンスチレン化
プロペニルフェニルエーテル
硫酸エステルアンモニウム

 
 
 
 

ポリオキシエチレン-1-
(アリルオキシメチル)
アルキルエーテル

硫酸エステルアンモニウム
 
 

ポリオキシエチレン
ノニルプロペニルフェニル

エーテル
硫酸エステルアンモニウム

ポリオキシエチレンスチレン化
プロペニルフェニルエーテル

ポリオキシエチレン-1-
(アリルオキシメチル)
アルキルエーテル

製品の特性
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界面活性剤濃度10%、25℃ 
+ :透明溶液、  ±:微濁、  ー : 不溶

品 番 ジエチル
エーテル アセトンn-ヘキサン メチルエチル

ケトン

AR-10

AR-20

KH-05

KH-10

BC-10

BC-20

AN-10

AN-20

AN-30

KN-10

KN-20

KN-30

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

+

+

±

±

+

+

ー

±

ー

ー

±

±

+

+

±

±

+

+

+

+

+

+

±

±

+

+

±

±

+

+

+

+

+

+

±

±

+

+

±

±

+

+

+

+

+

+

±

±

+

+

±

±

+

+

ー

+

+

ー

酢酸エチル イソプロピル
アルコール

4. モノマーへの溶解性

　アクアロンは、分子中にラジカル重合性の二重結合を有します。乳化重合の
初期～中期は従来の界面活性剤と同様に重合プロセスの安定化に寄与し、重合
後期には成長中のポリマーと共重合して粒子表面に保護層を形成し、ポリマー
ディスパージョンを安定化させます。
　アクアロンは従来の界面活性剤と同様の方法・条件で使用でき、かつポリマー
ディスパージョン中に遊離の界面活性剤がほとんど存在しない状態となるため、
界面活性剤を原因とする種々の問題を解決します。

3. 溶剤への溶解性 乳化重合におけるアクアロンの作用機構

物理吸着 容易に脱着

従来の界面活性剤 反応性界面活性剤

R

SO4
-

R
SO4

-

R

SO4 -

R
SO4

-

R SO4
-

R
SO4

-

化学結合 固定化

界面活性剤濃度10%、25℃ 
+ :透明溶液、  ±:微濁、  ー : 不溶

品 番 アクリル酸
ブチル

アクリル酸2-
エチルヘキシルアクリル酸 アクリル酸

エチル

AR-10

AR-20

KH-05

KH-10

BC-10

BC-20

AN-10

AN-20

AN-30

KN-10

KN-20

KN-30

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

±

±

+

+

±

±

+

+

±

+

+

ー

±

±

+

+

±

±

+

+

+

+

+

+

ー

ー

+

+

±

±

+

±

ー

+

ー

ー

±

±

+

+

±

±

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

メタクリル酸
メチル スチレン

25℃の水に48時間浸漬したSt/BA/AAフィルム（80μm）の外観

フィルム表面および基材へ移行 移行しない
●耐水性の向上　●粘着性の向上

●分散安定性の向上　●泡立ちの抑制

ポリマー粒子表面

ポリマーフィルム断面
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乳化重合評価

炭酸水素
ナトリウム
0.25g

ポリマーディスパージョン
500g

窒素ガス
100mL/分

水
117.11g

2. 評価項目と方法
重合後のポリマーディスパージョンを200meshのろ布を用いてろ過し､ろ布上の残渣を水洗後､105℃ × 3時間
乾燥し､その残渣重量から全固形分に対する凝集物量[%]を算出。重合安定性

界面活性剤
5.00g

水
 107.14g

モノマー
250.00g

ホモミキサーで乳化
(4,000rpm x 2分)

過硫酸アンモニウム 0.38g / 水 10.00g

80℃まで昇温
(15分)
プレエマルションのうち10wt%添加
(15分)
重合開始剤添加

プレエマルション滴下 3時間

熟成1時間

重合開始剤添加

熟成1時間

40℃まで冷却

ろ過 (200meshろ布)

pH調整 (8.0～8.1)

過硫酸アンモニウム 0.12g / 水 10.00g

アンモニア水

1. 重合手順

固形分 : 51.15wt%
界面活性剤量 : 対モノマー2.0wt%

動的光散乱式・粒度分布測定装置で測定。平均粒子径

BM型粘度計を用いて25℃、60rpm、1分で測定。粘度

ポリマーディスパージョン50gをマーロン型試験機(荷重：10kg､回転数：1,000rpm、時間：5分)に供し、80meshの
金属製のろ布を用いてろ過した後の残渣を105℃ × 3時間で乾燥し､全固形分に対する凝集物量[%]を算出。機械的安定性

ポリマーディスパージョンを-25℃で凍結後、25℃の恒温槽で24時間保存･融解し、外観を観察。このサイクルを3回
続けて実施。元の流動性に回復した場合は○、融解したが流動性が低下した場合は△、融解しなかった場合は×。
3サイクル後の平均粒子径を測定。

凍結融解安定性

ポリマーディスパージョン10mLを撹拌しながら、0.05、0.1、0.5、1.0、2.0、3.0、4.0、6.0mol/Lの各濃度の塩化カル
シウム水溶液10mLを徐々に加え､ポリマー凝析時の塩化カルシウム水溶液濃度 [mol/L] で評価。化学的安定性

HPLCまたは1H-NMRを用いて測定。
界面活性剤の
共重合率

室温でポリマーディスパージョン20mLと水10mLを100mLネスラー管に入れ､手振り(反転30回、1回/1秒)で起泡
させ､静置直後、1分後、5分後の泡量[mL]を測定。泡立ち

5mil(127μm)の厚さのポリマーフィルムをガラスプレート上に作成して、20°Cの水に10日間浸漬し、色差（色彩計）
および3日後の吸水率（フィルム重量変化）を測定。耐水白化性・吸水性

25mm幅のPETフィルム(コロナ処理)に膜厚26μm/wetでポリマーディスパージョンを塗布して乾燥（105℃、
30分）し、SUS板に貼り付けて、オートグラフで180度引き剥がし試験を実施。粘着力

3. 結果

1) ハイテノール LA-12 : POE ラウリルエーテル硫酸エステルアンモニウム
2) スチレン/アクリル酸ブチル/アクリル酸
3) メタクリル酸メチル/アクリル酸ブチル/アクリル酸
4) アクリル酸 2-エチルヘキシル/アクリル酸ブチル/アクリル酸
5) 最大3回凍結融解を繰り返し実施。 ○：元の状態に回復、△：流動性低下、×：回復せず（固化）
6) [初期の平均粒子径] → [3サイクル後の平均粒子径]

モノマー
反応性界面活性剤

KH-10 BC-10 LA-121)
評価項目

AR-10

St/BA/AA2)
= 49.0/49.0/2.0

MMA/BA/AA3)
= 49.5/49.5/1.0

2-EHA/BA/AA4)
= 49.5/49.5/1.0

従来の
界面活性剤

< 0.01
145
206
0.03
2.0 
△△△
145→151
81

< 0.01
167
352 
< 0.01
2.0 
○○○
167→155
87

< 0.01
151 
278 
0.08 
0.1 
87

< 0.01
158
189
0.01
2.0 
×
ー
45

< 0.01
176
302 
< 0.01
4.0 
○○○
175→167
92
0.01
157 
255 
0.13 
0.1 
87

< 0.01
151
210
0.01
2.0 
×
ー
82

< 0.01
163
360
< 0.01
2.0 
○○○
162→157
88
0.01
157 
268 
0.09 
0.1 
89

0.01
154
201
0.07
1.0 
×
ー
ー

< 0.01
175
135 
0.05
2.0 
×
ー
ー

< 0.01
181 
172 
0.04 
0.5 
ー

AR
-10

KH
-10

BC
-10 LA-

12
AR
-10

KH
-10

BC
-10 LA-

12
AR
-10

KH
-10

BC
-10 LA-

12

ポリマーディスパージョンの泡立ち

泡
立
ち
 [m
L]

70

60

50

40

30

20

10

0

MMA/BA/AA 2-EHA/BA/AASt/BA/AA

直後
1分後
5分後

重合安定性 (凝集物量) [%]
平均粒子径 [nm]
粘度 [mPa·s]
機械的安定性 (凝集物量) [%]
化学的安定性 (CaCl2 水溶液濃度) [mol/L]

評価5)

平均粒子径変化6)
凍結融解安定性

凍結融解安定性

界面活性剤の共重合率 [%]
重合安定性 (凝集物量) [%]
平均粒子径 [nm]
粘度 [mPa·s]
機械的安定性 (凝集物量) [%]
化学的安定性 (CaCl2 水溶液濃度) [mol/L]

重合安定性 (凝集物量) [%]
平均粒子径 [nm]
粘度 [mPa·s]
機械的安定性 (凝集物量) [%]
化学的安定性 (CaCl2 水溶液濃度) [mol/L]
界面活性剤の共重合率 [%]

評価5)

平均粒子径変化6)

界面活性剤の共重合率 [%]
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ポリマーフィルムの耐水白化性（St/BA/AA）

ポリマーフィルムの吸水性（St/BA/AA）

10

8

6

4

2

0
0 2 4 6 8 10

（日）

吸
水
率
 [%
]

16

14

12

10

8

6

4

2

0
BC-10 LA-12AR-10 KH-10

粘着テープの粘着力（2-EHA/BA/AA）

粘
着
力
 [N
/2
5 
m
m
]

20

15

10

5

0
BC-10 LA-12AR-10 KH-10

E*
(a
b)

色
差

水浸漬時間

LA-12
KH-10
BC-10
AR-10
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アクアロン AN・KNシリーズを使用することで、ポリマーディスパージョンの
分散安定性・化学的安定性・凍結融解安定性が向上します。

非イオン性アクアロン(AN・KN)の併用

1) ハイテノール NF-13 : POE スチレン化フェニルエーテル硫酸エステルアンモニウム、 SP-20EO : POE スチレン化フェニルエーテル     
2) スチレン/アクリル酸ブチル/アクリル酸　3) 最大3回凍結融解を繰り返し実施。 ○：元の状態に回復、△：流動性低下、×：回復せず（固化）
4) [初期の平均粒子径] → [3サイクル後の平均粒子径]

モノマー
反応性アニオン

のみ
反応性アニオン
＋反応性非イオン

従来のアニオン
＋従来の非イオン評価項目

AR-10 AR-10/AN-20 NF-13/SP-20EO1)

St/BA/AA2)
= 49.0/49.0/2.0

< 0.01
145
206
0.03
2.0 
△△△
145→151

0.02
188
131
＜0.01
4.0 
○○○
188→180

0.01
233
80
＜0.01
3.0 
△△△
233→274

重合安定性 (凝集物量) [%]
平均粒子径 [nm]
粘度 [mPa·s]
機械的安定性 (凝集物量) [%]
化学的安定性 (CaCl2 水溶液濃度) [mol/L]

評価3)

平均粒子径変化4)
凍結融解安定性

○07頁記載の重合手順・評価方法にて乳化重合評価を実施。
○以下の界面活性剤処方について評価。
　・反応性アニオン性界面活性剤のみ
　・反応性アニオン性界面活性剤の20wt%を反応性非イオン性界面活性剤で置き換えたもの
　・従来のアニオン性界面活性剤の20wt%を従来の非イオン性界面活性剤で置き換えたもの
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反応性界面活性剤
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この資料に記載しているデータは、当社の実験的試験に基づくものであり、実際の現場使用結果を保証するものではありません。現場
での使用に当たっては、事前に使用条件・使用方法およびこれらの条件下での効果をご確認ください。
記載内容は、新しい知見などにより、改正されることがあります。

お願い
1.

2.

本製品を試験室、または製造現場でご使用になる場合は、使用前に必ず当社発行のSDS (安全データシート)を熟読の上、記載された注意
事項などを厳守してください。
アクアロン KH-05、アクアロン KN-10は消防法危険物第4類第3石油類、アクアロン ARシリーズ、アクアロン KH-10、アクアロン BC
シリーズは消防法危険物第4類第4石油類に該当します（水希釈品を除く）。これらは火気厳禁ですので、法令に基づいた取り扱いおよび
保管を行ってください。
使用時には、目や皮膚に触れないように、必ず保護具 (保護眼鏡・保護手袋・保護マスクなど) を着用してください。
皮膚に付着した場合は直ちに水洗いしてください。また、目に入った場合も直ちに流水で15分以上洗眼し、医師の手当てを受けてください。
雨・直射日光に当たらないように、室内・常温で保管してください。

1.

2.

3.
4.
5.

取り扱いおよび保管上の注意

このカタログは中国では使用できません

アクアロン ARシリーズ　缶入18kg詰、ドラム容器入200kg(コンク品)または220kg(水希釈品)詰
アクアロン KH・BC・AN・KNシリーズ　缶入18kg詰、ドラム容器入200kg詰
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